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「
書
籍
ハ
生
徒
ノ
器
具
ニ
シ
テ
器
具
無
リ
セ
パ
彼
等
モ
大
業
ヲ
成
ス
能

戸
ザ
ル
ナ
リ
」

w
-
s
・
ク
ラ
l
ク
(
札
幌
農
餐
第
一
年
報
よ
り
)

農
学
校
・
農
科
大
学
の
図
書
館

一
八
七
六
年
(
明
治
九
)
八
月
に
開
校
し
た
札
幌
農
学
校
は
、
そ
の
前
年
東
京
か
ら
移
転
し
た
札
幌
学
校
(
開
拓
使
仮
学
校
の
改
名
)
が

農
学
の
専
門
学
課
を
教
授
す
る
高
等
教
育
機
関
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
当
初
の
校
舎
及
び
備
品
等
は
す
べ
て
札
幌
学

附属図書館

校
か
ら
引
き
継
が
れ
た
。
札
幌
学
校
の
講
堂
(
以
前
の
御
雇
外
国
人
の
合
同
官
舎
を
改
造
し
た
も
の
で
、
農
学
校
時
代
に
は
北
講
堂
と
呼
ば
れ
た
)

に
は
、

一
八
七
六
年
七
月
現
在
で
洋
書
一
七
八
七
冊
、
和
漢
書
四
三
六
二
冊
の
「
書
籍
室
」
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
も
そ
の
ま

ま
農
学
校
の
「
書
籍
室
」
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
農
学
校
の
授
業
が
進
む
に
つ
れ
て
、
こ
こ
に
は
開
拓
使
各
課
か
ら
移
管
さ
れ
た
図
書

ゃ
、
主
と
し
て
英
米
に
発
注
さ
れ
た
大
学
用
教
科
書
、
参
考
書
な
ど
が
続
々
入
荷
し
、

一
八
七
七
年
の
蔵
書
は
洋
書
三
七
三
四
冊
(
う
ち

三
三
二
冊
は
英
書
)
、
和
漢
書
五
一

O
O冊
こ

五

O
O部
)
に
増
加
し
て
い
る
。

開
校
か
ら
四
カ
月
ほ
ど
た
っ
た
一
八
七
六
年
十
二
月
に
は
、
北
講
堂
と
寄
宿
舎
の
聞
に
延
べ
三

O
坪
(
九
九
平
方
メ
ー
ト
ル
)
ほ
ど
の
木

造
柾
葺
二
階
建
て
の
「
書
籍
庫
」
が
新
築
さ
れ
た
。
こ
れ
が
独
立
の
建
物
を
有
す
る
図
書
館
の
起
源
で
あ
る
が
、
前
年
の
設
計
に
基
づ
い

て
建
て
ら
れ
た
こ
の
書
籍
庫
に
ク
ラ
l
ク
教
頭
は
は
な
は
だ
不
満
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
調
所
校
長
に
防
湿
・
採
光
・
書
架
配
置
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
と
改
善
を
要
望
し
て
い
る
。
当
時
の
校
舎
が
す
べ
て
洋
風
の
し
よ
う
し
ゃ
な
建
築
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
る
と
、
こ
の
書
庫
は
写

真
で
み
て
も
は
な
は
だ
見
劣
り
の
す
る
貧
相
な
建
物
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
「
書
籍
庫
」
に
は
閲
覧
室
は
な
く
、
雑
誌
及
び
新
聞
の
縦
覧



所
と
し
て
は
別
に
北
講
堂
内
に
判
読
書
房
」
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

書
籍
庫
か
ら
の
図
書
の
貸
出
は
、
毎
日
午
後
一
時
か
ら
二
時
ま
で
の
聞
に
行
わ
れ
(
の
ち
に
は
和
漢
書
は
毎
木
曜
、
洋
書
は
月
水
金
に
制
限
)
、

貸
出
冊
数
は
「
課
業
書
ヲ
除
ク
ノ
外
教
官
ハ
各
々
四
巻
、
生
徒
ハ
各
々
一
巻
以
上
ヲ
一
時
ニ
借
用
ス
ル
ヲ
許
サ
ズ
。
且
ツ
何
レ
モ
四
週
間

以
内
ニ
之
ヲ
返
納
ス
ベ
シ
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
課
業
書
と
い
う
の
は
教
科
書
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
各
科
目
と
も
学
期
の
始
め
に
各
人

に
貸
与
さ
れ
、
学
期
末
に
は
回
収
さ
れ
た
。
「
読
書
房
」
の
場
合
は
、
開
室
時
聞
は
毎
日
午
前
八
時
か
ら
日
没
ま
で
で
あ
っ
た
。

農
学
校
の
初
期
の
こ
ろ
は
、
本
科
の
講
義
は
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
人
教
師
に
よ
り
英
語
で
行
わ
れ
た
か
ら
、
収
書
中
に
英
書
が
多
か
っ
た

農学校・農科大学の図書館

の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
農
学
校
は
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
l
ツ
を
重
視
す
る
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
モ
デ
ル
と

し
て
い
た
の
で
、

そ
の
蔵
書
に
は
自
然
科
学
の
専
門
書
の
ほ
か
、
哲
学
・
文
学
・
歴
史
・
政
治
な
ど
の
教
養
書
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い

た
。
後
年
農
学
校
か
ら
専
門
内
外
の
分
野
で
国
際
的
に
活
躍
し
た
人
材
が
輩
出
し
た
原
因
の
一
つ
を
、
こ
れ
ら
図
書
館
の
蔵
書
内
容
に
求

め
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
和
漢
学
は
主
に
予
備
科
に
お
い
て
教
授
さ
れ
た
が
、
こ
の
方
面
で
も
基
本
的
な
書
籍
が
か
な
り
よ

く
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
た
。

当
初
、
図
書
館
を
管
理
し
た
の
は
予
備
科
の
教
師
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
「
典
籍
」
、
「
書
籍
係
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
最
初
の
「
典
籍
」

は
洋
書
部
が
井
川
剖
(
英
語
)
、

和
漢
書
部
は
長
尾
布
山
(
和
漢
学
)
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
大
島
正
健
や
山
崎
益
が
そ
れ
ぞ
れ
洋
書
部
、

和

漢
書
部
の
「
書
籍
館
主
管
」
と
な
り
、
明
治
二
十
四
年
か
ら
三
十
年
ま
で
は
単
独
の
「
書
籍
館
主
任
」
と
し
て
本
科
の
新
渡
戸
稲
造
が
就

任
し
た
。
彼
を
も
っ
て
最
初
の
図
書
館
長
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
図
書
の
整
理
や
出
納
は
、

一
、
二
名
の
雇
員
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

'347 

一
八
九

O
年
(
明
治
二
三
)
に
は
蔵
書
も
一
万
八

O
O
O冊
を
超
え
、
書
庫
も
手
狭
に
な
っ
た
の
で
、
早
く
も
書
籍
館
の
新
築
要
望
書
が

当
時
農
学
校
を
管
轄
し
て
い
た
北
海
道
庁
長
官
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
万
円
余
を
も
っ
て
耐
火
構
造
の
図
書
館
を
造
り
、
農
学
校
の
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図
書
の
み
な
ら
ず
道
庁
の
旧
記
録
類
を
も
、
氷
久
に
保
存
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、

実
際
に
は
書
庫
の
修
復
と
増
築
の
た
め
わ
ず
か
三

O
O円
の
支
出
が
認
め
ら
れ
た

移転直前の札幌農学校図書館 (1903年〉

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
と
も
か
く
も
こ
れ
に
よ
っ
て
同
年
十
一
月
、
農
学
校

の
書
籍
館
は
初
め
て
二
三
坪
の
閲
覧
室
と
事
務
室
を
備
え
る
こ
と
に
な
り
、

ょ
う

ゃ
く
図
書
館
ら
し
い
形
態
を
整
え
た
の
で
あ
る
。

図
書
の
検
索
は
、

ま
だ
カ

l
ド
目
録
が
採
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
手
書

き
の
冊
子
目
録
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
目
録
は
図
書
の
増
加
と
と
も

に
幾
度
か
改
訂
さ
れ
、

一
八
八
八
、

八
九
年
に
は
活
版
で
洋
書
目
録
と
和
漢
書
目

録
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
書
庫
に
お
け
る
図
書
の
配
列
は
お
お
ま
か
な
分
類
と
受

入
番
号
の
組
合
わ
せ
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
新
築
の
閲
覧
室
は
、
休
日

を
除
き
午
後
一

1
四
時
に
開
か
れ
、
貸
出
は
出
納
式
に
よ
っ
て
い
た
。
新
着
図
書

は
一
週
間
、
新
聞
・
雑
誌
は
四
週
間
閲
覧
室
の
一
定
の
場
所
に
備
え
付
け
ら
れ
て

っ
た
。
こ
れ
は
農
学
校
に
廃
校
の
危
機
を
さ
え
意
識
さ
せ
た
慢
性
的
な
北
海
道
庁
の
予
算
削
減
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

い
た
が
、
明
治
二
十
年
代
の
図
書
購
入
冊
数
は
以
前
と
比
べ
る
と
著
し
く
少
な
か

一
八
九
五
年
(
明
治
二
八
)
四
月
、
農
学
校
が
文
部
省
直
轄
学
校
と
な
っ
た
際
に
「
校
務
規
程
」
が
制
定
さ
れ
、
図
書
館
は
教
務
部
の

一
掛
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
「
書
籍
館
規
則
」
も
改
正
さ
れ
た
が
、
従
来
の
も
の
と
の
大
き
な
違
い
は
、
「
各
学
科
実
験
上
必
要
ナ

庫
の
狭
陸
さ
に
も
関
係
が
あ
る
が
、

ル
書
籍
ハ
主
管
教
官
ノ
申
請
ニ
由
リ
其
実
験
室
ニ
備
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
し
て
、
図
書
の
教
室
備
付
を
認
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
書

そ
れ
よ
り
は
む
し
ろ
こ
の
こ
ろ
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
た
授
業
内
容
の
専
門
佑
と
専
攻
別
に
よ
る
実



ゼ
ミ
ナ
ー
ル

験
・
演
習
の
導
入
に
よ
っ
て
、
農
学
・
農
芸
化
学
・
植
物
病
理
・
農
業
経
済
な
ど
の
各
教
室
が
図
書
を
身
近
に
お
く
必
要
を
感
じ
た
た
め

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
図
書
の
分
散
方
式
が
芽
生
え
た
の
で
あ
る
。

一
八
九
九
年
(
明
治
三
二
)
一
二
月
に
は
「
処
務
規
程
」
が
改
正
さ
れ
て
、
図
書
館
は
博
物
館
や
植
物
園
と
と
も
に
教
務
部
か
ら
離
れ
て

独
立
し
た
施
設
と
な
り
、

「
館
長
」
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
館
長
と
な
っ
た
の
は
、
前
年
か
ら
教
務
部
図
書
館
掛
長
の

地
位
に
あ
っ
た
原
十
太
教
授
で
、
彼
は
博
物
館
長
も
兼
任
し
た
。
原
は
東
京
帝
国
大
学
大
学
院
在
学
中
に
農
学
校
教
授
と
し
て
招
聴
さ
れ

た
新
進
の
動
物
学
者
で
あ
っ
た
が
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
の
持
ち
主
で
、
彼
の
館
長
時
代
は
図
書
館
業
務
近
代
化
の
う
え
で
も
画
期
的
な
時

農学校・農科大学の図書館

期
で
あ
っ
た
。
同
年
五
月
、
原
館
長
は
当
時
札
幌
郵
便
電
信
局
に
勤
務
し
て
い
た
同
志
社
出
身
の
田
中
稔
を
か
な
り
無
理
を
し
て
図
書
館

に
迎
え
た
が
、

札
幌
農
学
校
図
書
館
が
デ
ュ

l
イ
の
図
書
館
学
校
規
則

(
F
5
5
q
ω
n
F
0
0日
間
巳

g)
を
用
い
て
カ
ー
ド
目
録
の
作
成
を
始

め
た
の
は
そ
の
後
ま
も
な
く
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九

O
O年
九
月
に
は
従
来
の
大
ま
か
な
分
類
法
を
廃
し
て
、
デ
ュ

l
イ
の
十
進

分
類
法
も
採
用
さ
れ
た
。
デ
ュ

l
イ
の
分
類
は
一
八
七
六
年
に
最
初
の
要
項
が
発
表
さ
れ
、
当
時
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
さ
え
よ
う
や
く

市
民
権
を
獲
得
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
原
と
田
中
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
和
洋
書
と
も
デ
ュ

l
イ
に
よ
る
分
類
を

採
用
し
た
か
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
は
原
館
長
の
熱
心
な
支
持
に
よ
っ
て
田
中
稔
が
欧
米
の
図
書
館
学
を
研
究
し
た
結
果
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
学
生
時
代
か
ら
田
中
と
親
し
か
っ
た
予
科
教
授
の
有
島
武
郎
は
、

の
ち
に
彼
の
こ
と
を
回
想
し
た
文
章
の
中
で
、

「
(
田
中
君
は
)
図
書
館
取
扱
に
関
す
る
著
書
と
定
刊
物
と
は
細
大
漏
さ
ず
眼
を
通
す
事
に
心
懸
け
ま
し
た
。
英
語
の
智
識
だ
け
で
は
不
満

足
だ
と
云
ふ
の
で
、
独
逸
語
と
仏
蘭
語
の
研
究
に
も
熱
中
し
て
大
体
に
通
ず
る
丈
け
に
な
っ
て
居
り
ま
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。

さ
て
、

一
九

O
三
年
(
明
治
三
六
)
六
月
、
札
幌
農
学
校
は
北
一

i
ニ
条
か
ら
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
た
。
そ
の
際
に
新
築
さ
れ

'349 

た
図
書
館
は
耳
屋
根
、
白
望
の
美
し
い
建
物
で
、

そ
こ
に
は
職
員
閲
覧
室
・
学
生
生
徒
閲
覧
室
・
出
納
室
・
事
務
室
の
ほ
か
四
万
五

O
O

O
冊
収
容
の
レ
ン
ガ
書
庫
が
備
え
ら
れ
て
い
た
。
天
井
の
高
い
学
生
生
徒
閲
覧
室
は
広
々
と
し
て
一

O
O席
ほ
ど
の
座
席
が
あ
り
、
こ
れ
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は
大
正
五
年
に
中
央
講
堂
が
で
き
る
ま
で
は
、
入
学
式
や
卒
業
式
の
ほ
か
、
各
種
の
催
し
物
や
全
学
的
行
事
の
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

図
書
館
の
移
転
と
と
も
に
、
九
月
に
は
「
図
書
館
規
程
施
行
細
則
」
が
定
め
ら
れ
、

そ
の
第
一
条
に
は
各
教
室
へ
の
無
制
限
・
無
期
限

の
図
書
貸
出
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
独
立
し
た
各
科
講
堂
の
新
築
か
ら
み
て
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し

学
生
生
徒
へ
の
貸
出
は
、
「
己
ム
ヲ
得
、
ザ
ル
場
合
ニ
限
リ
」

二
冊
に
制
限
さ
れ
た
が
、

本
科
四
年
生
は
卒
論
作
成
の
た
め
に
と
く
に
書
庫

内
検
索
が
認
め
ら
れ
た
。
閲
覧
室
の
開
室
時
聞
は
、
当
初
は
電
燈
の
設
備
が
な
か
っ
た
た
め
、
冬
期
の
日
没
に
合
わ
せ
て
午
後
四
時
ま
で

で
あ
っ
た
が
、

一
九
一
四
年
(
大
正
三
)
九
月
に
電
燈
が
つ
け
ら
れ
る
と
、

「
施
行
細
則
」

を
改
め
て
午
後
九
時
ま
で
の
夜
間

翌
月
に
は

開
館
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
閲
覧
室
の
照
明
に
は
す
ず
ら
ん
を
形
ど
っ
た
華
麗
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
と
り
つ
け
ら
れ
た
。

附属図書館

一
九

O
七
年
(
明
治
四
O
)
、
札
幌
農
学
校
の
大
学
昇
格
に
伴
っ
て
図
書
館
も
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
図
書
館
と
改
称
し
た
。
そ
の

前
後
か
ら
図
書
館
の
蔵
書
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
物
故
者
も
し
く
は
功
労
者
の
事
蹟
を
記
念
し
て
、
同
窓
会
や
関
係
者
の
寄
金
に
よ
り

個
人
の
名
前
を
冠
し
た
文
庫
を
寄
贈
す
る
こ
と
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
図
書
館
自
体
も
同
窓
生
に
広
く
呼
び
か
け
て
著
作
物
の

寄
贈
を
求
め
、
ま
た
『
文
武
会
々
報
』
に
定
期
的
に
「
図
書
館
増
加
目
録
」
を
載
せ
る
な
ど
よ
う
や
く
図
書
館
の

P
R
活
動
も
行
わ
れ
始

め
た
。

一
方
、
学
生
や
生
徒
た
ち
の
図
書
館
応
対
す
る
意
見
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

一
九

O
七
年
の
『
文
武
会
々
報
』
に
載
せ

ら
れ
た
一
利
用
者
の
感
想
は
、
当
時
の
図
書
館
の
状
況
を
し
の
ば
せ
て
興
味
深
い
。
「
一
度
図
書
館
を
訪
ふ
者
あ
ら
ば
必
ず
や
三
度
喫
驚

せ
ん
。
第
一
其
閲
覧
室
の
一
校
付
属
の
図
書
館
と
し
て
は
広
大
に
し
て
且
清
潔
な
る
こ
と
是
也
。
第
二
設
備
の
大
に
比
し
て
蔵
書
の
甚
僅

少
な
る
事
是
也
。
第
三
閲
覧
室
の
喧
騒
に
し
て
其
学
生
控
室
な
る
か
を
疑
は
し
む
る
事
是
也
」
。
ま
た
一
九
一
六
年
の
同
誌
に
載
せ
ら
れ

た
「
瑳
呼
/

図
書
館
/
」
と
題
す
る
投
稿
も
、

七
項
目
の
図
書
館
改
善
案
を
あ
げ
て
、
課
業
外
の
良
書
の
購
入
・
教
室
備
付
図
書
の
随

時
返
却
・
日
曜
開
館
な
ど
を
要
望
し
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
専
門
書
は
教
室
に
貸
し
出
さ
れ
、
教
養
書
も
以
前
の
よ
う
に

購
入
さ
れ
ず
、
図
書
の
館
外
貸
出
も
厳
し
く
制
約
さ
れ
た
か
ら
、
図
書
館
は
学
生
た
ち
を
満
足
さ
せ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
は
読



書
の
噌
好
を
満
た
す
た
め
に
は
、
図
書
館
よ
り
は
当
時
繁
昌
し
て
い
た
貸
本
屋
に
足
を
向
け
る
こ
と
、
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

北
海
道
帝
国
大
学
の
図
書
館

一
九
一
八
年
(
大
正
七
)
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
図
書
館
は
北
海
道
帝
国
大
学
図
書
館
と
な
り
、

一
九
二
二
年
に
は
勅
令
第
二
五
七

北海道帝国大学の図書館

号
に
よ
っ
て
図
書
館
を
「
附
属
図
書
館
」
と
改
称
し
、
官
制
上
の
館
長
そ
の
他
の
職
制
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
の
館
長
は
農
学
部
教

授
高
岡
熊
雄
で
あ
っ
た
が
、
高
岡
は
一
九

O
五
年
(
明
治
三
八
)
十
一
月
札
幌
農
学
校
の
図
書
館
長
に
就
任
以
来
、

十
二
月
南
鷹
次
郎
の
後
を
受
け
総
長
と
な
る
ま
で
の
問
、
実
に
二
八
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
本
学
図
書
館
の
充
実
に
努
め
た
。
彼
は
一

一
九
三
三
年
(
昭
和
八
)

一
九
一
一
一
年
(
大
正
一

O
)
十
月
の
札
幌
区

九
一
一
一
年
(
明
治
四
五
)
に
は
「
区
勢
調
査
ニ
表
ハ
レ
シ
札
幌
区
民
ノ
読
書
力
」
を
著
わ
し
、

会
で
は
庁
立
図
書
館
設
立
の
必
要
を
述
べ
る
な
ど
、
社
会
教
育
機
関
と
し
て
の
図
書
館
の
発
展
に
も
関
心
を
も
っ
て
い
た
。

ワ

大
学
の
規
模
の
拡
大
と
と
も
に
、
農
学
校
以
来
の
図
書
館
で
は
手
狭
と
な
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
盛
ん
に
増
築
が
行
わ
れ
て
い
る
。

九

二
二
年
六
月
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
七
二
坪
の
書
庫
増
築
工
事
が
起
工
さ
れ
た
。

一
九
二
五
年
九
月
に
は
木
造
平
屋
建
て
の
雑

誌
閲
覧
室
と
事
務
室
(
六
O
坪
)
が
、

一
九
二
九
年
十
月
に
は
製
本
室
(
二
八
坪
)
、
印
刷
室
(
七
・
五
坪
)
が
、

さ
ら
に
同
年
十
一
月
に
は

新
聞
閲
覧
室
(
二
一
了
五
坪
)
が
そ
れ
ぞ
れ
新
築
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

一
九
三
四
年
十
一
月
に
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
二
四
坪
の
書
庫

が
増
築
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
な
お
総
合
大
学
の
図
書
館
と
し
て
は
著
し
く
貧
弱
な
図
書
館
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
か
っ
た
の
で
、
昭

1351 

和
初
年
か
ら
幾
度
も
図
書
館
新
築
の
計
画
が
た
て
ら
れ
、

一
九
三
七
年
(
昭
和
二
一
)
三
月
に
は
、
地
上
三
階
、
地
下
一
階
延
べ
四
三
一
六

坪
、
総
工
費
一

O
O万
円
の
大
規
模
な
図
書
館
の
建
設
計
画
が
決
定
し
た
。
だ
が
こ
の
年
勃
発
し
た
日
中
戦
争
の
た
め
こ
れ
は
つ
い
に
実
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現
を
み
る
と
と
が
で
き
ず
、
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
図
書
館
を
も
つ
た
め
に
は
、

九
五
八
年
(
昭
和
三
三
)
起
工
の
現
在
の
本
館
新
営
工
事
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
六
年
(
大
正
ご
主
)
勅
令
第
一
七
八
号
を
も
っ
て
、
附
属
図
書
館
に
司

録
書
官
一
名
、
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
柴
田
定
吉
が
任
命
さ
れ
た
o

柴
田
は
一
九

館書図の年初円H
d

求
q昭

O
三
年
(
明
治
三
六
)
、
浦
河
郡
荻
伏
の
小
学
校
を
卒
業
し
、

問
中
稔
の
紹
介
で
札

幌
農
学
校
図
書
館
に
勤
め
た
。
勤
務
の
か
た
わ
ら
北
海
英
語
学
校
夜
学
部
に
学

び
、
英
語
、
漢
文
、
数
学
な
ど
を
修
め
、
同
時
に
フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
を
も

外
国
人
か
ら
学
ん
だ
。
現
在
、
図
書
館
に
所
蔵
す
る
古
地
図
、
古
文
書
を
は
じ
め

貴
重
な
資
料
の
蒐
集
は
彼
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
う
。
ま
た
郷
土
史
に
関
す

る
論
文
も
数
多
く
残
し
て
い
る
。

一
九
四
二
年
(
昭
和
一
七
)
に
は
、

日
本
図
書

館
協
会
か
ら
図
書
館
事
業
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

一
九
三
二
年
(
昭
和
七
)

九
四
六
年
三
月
司
書
官
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
問
、
図
書
館
に
は
二
人
の
司
書
官
が
存
在
し
た
。

五
月
に
は
高
倉
新
一
郎
(
農
学
部
助
手
)
も
司
書
官
を
兼
任
す
る
こ
と
と
な
り
、

tぎ
本
学
が
総
合
大
学
と
な
り
、
学
部
の
増
設
が
続
く
と
と
も
に
図
書
館
資
料
も
急
増
し
、
館
員
の
採
用
が
相
つ
い
で
行
わ
れ
た
。
た
と
え

一
九
二

O
年
か
ら
数
年
の
聞
に
、
↓
一
品
仇
由
主
了
土
屋
堆
・
三
上
孝
正
・
明
石
節
孝
・
進
昌
三
な
ど
、
大
正
・
昭
和
期
に
か
け
て
図
書

館
を
動
か
し
て
い
く
原
動
力
と
な
っ
た
人
々
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
三
城
長
二
は
閲
覧
係
員
よ
り
な
る
デ
リ
パ
リ
l
事
務
協

議
会
を
聞
き
、
館
の
内
外
に
あ
っ
て
活
発
な
活
動
を
み
せ
た
が
、
惜
し
く
も
一
九
三
二
年
三
十
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
一
ニ
城
は



青
年
図
書
館
員
連
盟
に
加
わ
り
、
『
図
書
館
雑
誌
』
や
『
圃
(
図
書
館
)
研
究
』
に
も
い
く
つ
か
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
森
清
の
「
日

一
九
四
八
年
(
昭
和
三
ニ
)
三
城
長
二
の
「
ロ
ー
マ
字
日
本
著
作
表
」
を
も
と
に
、
カ
ッ
タ
ー
の
著
者
記
号
表
二

本
著
者
記
号
表
」
は
、

数
式
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
彼
の
死
後
四
十
余
年
た
っ
た
今
日
で
も
そ
の
業
績
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
は
、
後
年
、
図
書
館
界
の
外
で
活
躍
し
た
人
々
が
、

一
時
的
に
で
は
あ
る
が
図
書
館
に
籍
を
置
い
て
お
り
興
味
深
い
。

九
二
三
年
(
大
正
一
二
)
十
月
に
は
朝
倉
菊
雄
(
島
木
健
作
)
が
雇
と
し
て
採
用
さ
れ
、

翌
年
春
、
農
学
部
農
業
経
済
学
科
の
資
料
室
に
移

っ
て
い
る
。
彼
は
な
か
な
か
の
議
論
好
き
で
、
書
庫
の
中
で
助
手
た
ち
と
、
図
書
の
整
理
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
大
声
で
言
い
争
っ
て
い
た

北海道帝国大学の図書館

と
い
う
。

一
九
二
八
年
(
昭
和
三
)
六
月
に
は
、

の
ち
に
ロ
シ
ア
文
学
、

フ
ラ
ン
ス
文
学
の
翻
訳
や
評
論
な
ど
で
名
声
を
得
た
神
西
清
が

図
書
館
に
勤
務
し
て
い
る
。
彼
は
そ
の
年
の
春
、
東
京
外
国
語
学
校
露
語
学
科
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
、

八
杉
貞
利
教
授
の
推
薦
に
よ

っ
て
図
書
館
に
嘱
託
と
し
て
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
親
し
い
友
人
た
ち
に
「
こ
こ
は
長
く
居
る
処
で
は
な
い
」
と
話
し
て

い
た
と
い
い
、
翌
年
の
春
、
図
書
館
を
辞
し
東
京
に
去
っ
た
。
彼
の
処
女
小
説
『
恢
復
期
』
は
こ
の
こ
ろ
に
書
か
れ
た
と
い
う
。
当
時
図

書
館
に
採
用
に
な
っ
た
人
々
の
多
く
は
道
内
出
身
の
若
者
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
ほ
か
特
に
英
語
以
外
の
外
国
語
に
通
じ
て
い
る
慶
応

そ
れ
に
東
京
外
国
語
学
校
な
ど
の
卒
業
生
を
嘱
託
と
し
て
迎
え
て
い
た
。
だ
が
、
彼
ら
の
う
ち
で
図
書
館
に
腰
を
す
え

2 

義
塾
や
同
志
社
、

る
者
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
九
二
四
年
(
大
正
一
三
)
六
月
、
現
在
の
国
立
七
大
学
図
書
館
協
議
会
の
前
身
で
あ
る
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
協
議
会
が
発
足
し
、

一
九
二
八
年
(
昭
和
一
ニ
)
七
月
に
は
第
五
次
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
協
議
会
が
本
学
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
九
州
帝
国
大
学
よ
り
「
統

一
目
録
法
及
ヒ
標
準
分
類
法
ノ
編
制
ヲ
本
協
議
会
ニ
於
テ
着
手
シ
テ
ハ
如
何
」
と
い
う
議
題
が
提
出
さ
れ
た
。
若
干
の
好
余
曲
折
を
み
た

13ラヨ

カ2

一
九
三
六
年
(
昭
和
一
一
)
「
和
漢
書
目
録
規
則
案
」
が
作
成
さ
れ
、
北
大
で
は
一
九
六

O
年
(
昭
和
三
五
)
の
「
日
本
目
録
規
則
一
九

五
二
年
」
採
用
ま
で
、
こ
の
目
録
規
則
を
使
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
す
で
に
帝
国
大
学
図
書
館
聞
に
お
い
て
相
互
貸
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借
が
実
施
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
し
、
休
暇
中
に
は
北
海
道
に
帰
省
し
た
他
大
学
の
学
生
が
本
学
図
書
館
を
利
用
す
る
こ
と
も
認
め
ら

れ
て
い
た
。
試
験
時
期
に
な
る
と
日
曜
日
で
も
開
館
さ
れ
、
夜
九
時
ま
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
辞
典
類
や
指
定
参
考
図
書
は
接
架

式
を
と
り
、
教
授
・
助
教
授
・
講
師
・
本
科
三
年
目
学
生
に
つ
い
て
は
書
庫
内
検
索
が
許
さ
れ
て
い
た
。
館
外
貸
出
冊
数
は
、
教
授
・
助

教
授
・
講
師
は
一

O
冊
、
書
記
・
雇
一
員
は
二
冊
、
学
生
(
館
長
の
許
可
)
は
ニ
冊
で
、

と
も
に
貸
出
期
間
は
一
カ
月
で
あ
っ
た
。
図
書
閲
覧

票
は
黄
色
と
赤
色
の
二
種
が
用
意
さ
れ
、

一
般
学
生
と
本
科
三
年
目
学
生
と
が
区
別
さ
れ
て
い
た
。

各
種
の
冊
子
目
録
も
編
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
九
二
五
年
(
大
正
一
四
)
こ
ろ
か
ら
『
北
海
道
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
増
加
図
書
目

録
』
が
毎
年
刊
行
さ
れ
、

一
九
三
三
年
に
は
『
北
海
道
帝
国
大
学
欧
文
雑
誌
綜
合
目
録
』
が
、
翌
年
に
は
『
北
海
道
帝
国
大
学
予
科
図
書

目
録
』
が
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
さ
れ
た
。
本
学
関
係
者
や
ほ
か
か
ら
の
図
書
の
寄
贈
・
寄
託
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
、

一
九
三
五
年
九
月
、
各
帝

附属図書館

国
大
学
へ
図
書
の
寄
託
に
関
す
る
規
則
や
内
規
の
照
会
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
た
主
な
も
の
に
は
、
新
渡
戸
稲

造
、
内
村
鑑
三
、
南
鷹
次
郎
、
宮
部
金
吾
、
佐
藤
昌
介
な
ど
、
初
期
の
札
幌
農
学
校
の
卒
業
生
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

そ
れ
で
は
、
当
時
の
学
生
は
図
書
館
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
高
倉
司
書
官
は
一
九
三
三
年
、
「
学
生
よ
り
図
書
館

へ
、
図
書
館
よ
り
学
生
へ
」
と
い
う
ノ

l
ト
を
備
え
、
学
生
の
図
書
館
に
関
す
る
意
見
を
求
め
、

そ
れ
に
回
答
を
加
え
て
、
学
生
の
意
思

を
図
書
館
運
営
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
努
め
た
。
そ
れ
ら
意
見
の
多
く
は
新
た
に
図
書
を
購
入
し
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
で
あ
る
が
、
な
か

に
は
新
着
雑
誌
が
い
つ
も
書
架
に
な
い
の
で
貸
出
禁
止
に
し
て
は
と
か
、
目
録
で
確
認
で
き
た
図
書
が
教
室
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
て
利
用

で
き
な
い
と
い
う
苦
情
も
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
日
曜
開
館
問
題
な
ど
も
繰
り
返
し
話
題
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

一
九
三
五
年
八
月
二
十
一
日
か
ら
五
日
間
、
本
学
講
堂
に
お
い
て
文
部
省
主
催
の
図
書
館
学
講
習
会
が
聞
か
れ
た
。
講
師
に
は
本
館
か

ら
も
館
長
の
上
原
轍
三
郎
を
は
じ
め
、
柴
田
定
吉
が
「
学
校
図
書
館
の
経
営
に
つ
い
て
ヘ
高
倉
新
一
郎
が

「
農
学
名
著
解
題
」

を
そ
れ

ぞ
れ
講
義
し
て
い
る
。

大
正
末
年
こ
ろ
に
は
館
員
に
よ
る
研
修
と
親
睦
の
団
体
「
撒
影
会
」
が
組
織
さ
れ
、

読
書
会
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、



ス
キ
ー
な
ど
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
、
こ
の
会
は
今
日
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。

一
九
三
二
年
三
月
に
は
、
ガ
リ
版
刷
り
ニ
ベ

ー
ジ
程
の
も
の
で
『
週
刊
稔
影
タ
イ
ム
ス
』
が
発
行
さ
れ
、

一
年
間
近
く
続
刊
さ
れ
た
り
し
た
。

一
九
四
一
年
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
と
も
に
洋
書
の
輸
入
が
で
き
な
く
な
り
、
和
書
も
出
版
統
制
の
た
め
し
だ
い
に
入
手
が
困
難
と

な
っ
た
。
そ
れ
以
前
か
ら
思
想
取
締
は
一
段
と
厳
し
く
な
り
、
文
部
省
か
ら
は
学
生
の
自
に
触
れ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
図
書
と
し
て
、
「
禁

止
刊
行
物
目
録
」
や
「
輸
入
禁
止
外
字
出
版
物
一
覧
表
」
な
ど
の
リ
ス
ト
が
送
付
さ
れ
、

そ
れ
ら
を
別
置
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
、
が
な
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
戦
火
の
影
響
は
単
に
図
書
館
資
料
の
み
で
な
く
図
書
館
員
の
上
に
も
及
び
、
一
九
三
九
年
(
昭
和
一
四
)
こ
ろ
か
ら

職
員
の
中
で
入
営
す
る
者
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
争
も
末
期
に
な
る
と
学
生
は
学
業
を
短
縮
さ
れ
戦
争
に
か
り
だ
さ
れ
て
い
っ

戦後復興のころ

た
か
ら
、
後
に
残
っ
た
の
は
女
子
職
員
の
姿
と
、
利
用
者
の
い
な
い
虚
ろ
な
図
書
館
の
建
物
の
み
で
あ
っ
た
。
北
海
道
で
は
本
州
の
よ
う

な
空
襲
の
被
害
も
少
な
く
、
蔵
書
の
疎
開
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
が
せ
め
て
も
の
幸
い
で
あ
っ
た
。

3 

戦
後
復
興
の
こ
ろ

一
九
四
五
年
(
昭
和
二
O
)
夏
に
戦
争
が
終
わ
り
、
兵
役
や
勤
労
動
員
か
ら
解
放
さ
れ
た
学
生
た
ち
が
徐
々
に
学
園
に
も
ど
っ
て
き
た

と
き
、
彼
ら
を
迎
え
た
の
は
戦
時
中
に
放
置
さ
れ
て
荒
廃
し
た
校
舎
と
貧
し
い
設
備
で
あ
っ
た
。
寒
さ
の
厳
し
い
北
海
道
で
は
冬
期
の
石

炭
不
足
も
深
刻
で
、
戦
後
最
初
の
冬
は
冬
休
み
を
延
長
し
、
翌
年
に
は
学
生
の
炭
砿
出
動
さ
え
行
わ
れ
た
。
図
書
館
の
場
合
は
こ
れ
に
加

13ラう

え
て
暖
房
装
置
の
老
朽
化
の
た
め
な
お
数
年
間
は
ス
チ
ー
ム
さ
え
通
ら
ず
、

わ
ず
か
な
ス
ト
ー
ブ
の
余
熱
で
長
い
冬
を
耐
え
ね
ば
な
ら
な
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か
っ
た
の
で
あ
る
。

敗
戦
後
の
社
会
混
乱
の
中
で
食
糧
難
と
イ
ン
フ
レ
の
物
価
高
に
苦
し
ん
で
い
た
学
生
た
ち
が
、
精
神
の
糧
を
図
書
館
に
求
め
よ
う
と
し

て
も
、

そ
こ
に
は
彼
ら
の
期
待
を
満
し
う
る
よ
う
な
書
物
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
見
い
だ

そ
の
蔵
書
は
古
ぼ
け
た
施
設
と
同
様
に
貧
弱
で
、

ナ
-

hふ
、
A

っ
こ
。

石
7
y
，
刃
て
ナ
J

一
九
四
六
年
に
は
占
領
軍
の
意
向
に
よ
っ
て
文
部
省
か
ら
「
宣
伝
用
刊
行
物
没
収
」
に
関
す
る
通
牒
が
出
さ
れ
て
戦
前
の

国
体
思
想
や
軍
国
主
義
的
な
文
献
が
書
架
か
ら
除
去
さ
れ
、
翌
年
に
は
米
国
教
育
課
程
文
庫
が
北
大
に
も
お
か
れ
た
り
し
た
が
、

そ
れ
ら

は
当
時
の
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
無
縁
の
措
置
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

戦
後
の
図
書
館
に
と
っ
て
の
試
金
石
は
、
法
文
学
部
と
教
養
部
の
設
置
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
永
年
の
北
海
道
民
の
要
望
に
こ
た
え
て

一
九
四
七
年
に
急
造
さ
れ
た
法
文
学
部
は
、
設
備
費
・
図
書
費
の
す
べ
て
を
地
元
で
負
担
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
敗
戦
の
混
乱
期
に

附属図書館

あ
っ
て
は
こ
の
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
慢
性
的
な
図
書
飢
渇
の
中
に
あ
っ
て
法
文
学
部
の
教
官
と
学
生
た
ち
は
、
図
書
館
や
戦
前
に
お

い
て
北
大
で
唯
一
の
文
科
系
で
あ
っ
た
農
業
経
済
学
教
室
の
資
料
を
可
能
な
限
り
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
自
然
科
学
系
大
学
に

属
し
て
い
た
こ
の
図
書
館
の
資
料
が
い
く
ら
か
で
も
そ
の
役
に
た
っ
た
の
は
、
将
来
の
可
能
性
を
予
見
し
て
以
前
か
ら
人
文
社
会
科
学
の

基
本
図
書
の
充
実
に
も
留
意
し
て
き
た
先
人
た
ち
の
賜
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
資
料
も
多
く
は
教
授
た
ち
に
貸
し
出
さ
れ
て
、
学

生
た
ち
は
卒
論
の
作
成
ば
か
り
か
日
々
の
学
習
に
も
こ
と
欠
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
の
旧
制
予
科
に
代
っ
て
一
九
四
九
年
に
設
立
さ
れ
た
教
養
部
は
、

一
九
六
三
年
ま
で
は
ク
ラ
!
ク
像
周
辺
の
農
学

校
・
農
科
大
学
以
来
の
旧
校
舎
を
使
用
し
図
書
館
に
も
っ
と
も
近
か
っ
た
か
ら
、
と
の
こ
ろ
の
図
書
館
利
用
者
の
大
半
は
教
養
部
の
学
生

た
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
教
養
部
だ
け
で
こ

0
0
0人
を
超
え
る
利
用
者
に
比
し
て
、
図
書
館
閲
覧
室
の
収
容
人
員
は
農
学
校
の
こ
ろ
と

ほ
と
ん
ど
変
り
な
い
わ
ず
か
一

O
O人
余
に
す
ぎ
ず
、

そ
れ
は
総
合
大
学
の
図
書
館
と
呼
ぶ
に
は
余
り
に
も
貧
弱
な
建
物
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
図
書
館
で
は
こ
れ
ら
教
養
生
の
需
要
に
こ
た
え
て
之
し
い
図
書
費
の
大
半
を
主
と
し
て
自
然
科
学
の
学
習
書
購
入
に
あ
て
な
け
れ



ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
専
門
書
は
お
ろ
か
教
養
書
の
充
実
に
も
ほ
と
ん
ど
手
が
回
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
八
年
に
は
諸
部
局
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
よ
り
な
る

法
文
学
部
の
設
立
と
と
も
に
図
書
館
資
料
の
充
実
が
痛
感
さ
れ
た
の
で
、

局
や
北
海
道
庁
な
ど
か
ら
巨
額
の
図
書
費
が
支
出
さ
れ
、

図
書
館
拡
充
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
だ
が
法
文
学
部
の
危
機
を
訴
え
た
学
生
た
ち
の
募
金
運
動
に
刺
激
さ
れ
て
、
こ
の
学
部
に
は
事
務

そ
の
後
分
離
独
立
し
た
文
・
法
・
経
と
教
育
の
諸
学
部
が
専
ら
自
ら
の
図
書
資

料
充
実
に
努
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
図
書
館
の
存
在
は
再
び
し
だ
い
に
影
が
薄
く
な
り
、
予
算
も
定
員
も
お
き
ざ
り
に
さ
れ
た
感
が
あ
っ

戦後復興のころ3 13ラ7

た
。
さ
ら
に
各
学
部
に
図
書
室
が
お
か
れ
で
も
、
図
書
館
は
も
は
や
こ
れ
ら
を
調

整
す
る
機
能
を
ほ
と
ん
ど
も
た
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
の
『
北
海
道

壁もはげ落ちた図書館玄関(1962年ごろ〉

大
学
新
聞
』
は
図
書
館
の
こ
と
を
「
半
身
不
随
」
と
か
「
大
学
の
盲
点
」
と
か
呼

ん
で
い
る
。

戦
後
間
も
な
く
の
一
九
四
六
年
に
「
帝
国
大
学
官
制
」
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

っ
て
従
来
図
書
館
に
お
か
れ
て
い
た
司
書
官
・
司
書
・
書
記
の
職
種
は
文
部
事
務

官
に
統
一
さ
れ
た
。
そ
の
後
人
事
院
は
「
司
書
職
級
別
明
細
書
」
の
案
を
発
表

し
、
大
学
図
書
館
員
の
専
門
性
も
戦
前
以
上
に
認
め
ら
れ
る
か
に
み
え
た
が
、
こ

れ
は
図
書
館
界
内
部
に
さ
え
異
論
が
あ
っ
て
つ
い
に
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば

か
り
で
な
く
図
書
館
職
員
は
公
務
員
試
験
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
、
協
議
採
用
に

よ
る
低
い
待
遇
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中

で
一
九
四
九
年
に
は
北
大
図
書
館
に
も
事
務
長
制
が
し
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
初

代
事
務
長
に
は
一
九
二
六
年
以
来
司
書
官
で
あ
っ
た
柴
田
定
吉
が
就
任
し
、

管
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理
・
整
理
・
閲
覧
の
三
掛
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
閲
覧
掛
は
多
く
が
女
子
職
員
で
、
書
庫
の
非
衛
生
的
な
環
境
と
過
労

の
た
め
肺
結
核
に
冒
さ
れ
る
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

戦
後
は
図
書
館
活
動
の
先
進
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
日
し
た
顧
問
団
や
使
節
団
な
ど
の
勧
告
も
あ
っ
て
、

わ
が
国
の
図
書
館
事
情

改
善
の
急
務
が
認
識
さ
れ
、

一
九
五

O
年
に
は
図
書
館
法
も
制
定
さ
れ
た
。
大
学
図
書
館
の
遅
れ
も
痛
感
さ
れ
、
大
学
基
準
協
会
や
文
部

省
に
よ
っ
て
「
大
学
図
書
館
基
準
」
や
「
国
立
大
学
図
書
館
改
善
要
項
」
な
ど
が
作
成
さ
れ
た
ほ
か
、

一
九
五
四
年
に
は
「
全
国
国
立
大

学
図
書
館
長
会
議
」
が
結
成
さ
れ
、
こ
れ
以
後
国
立
の
大
学
図
書
館
が
協
力
し
て
図
書
館
改
善
の
た
め
の
要
望
を
政
府
に
働
き
か
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
全
国
の
図
書
館
界
の
動
き
は
北
大
に
も
反
映
し
、

一
九
五
五
年
に
改
正
さ
れ
た
「
図
書
館
処
務
規
定
」
の
中

に
は
「
イ
ン
フ
ォ

l
メ
イ
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
」
、
「
レ
フ
ア
レ
ン
ス
」
な
ど
近
代
図
書
館
の
用
語
が
現
わ
れ
て
い
る
。
同
年
五
月
に
は
文

附属図書館

部
省
の
特
別
機
械
購
入
費
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
か
ら
マ
イ
ク
ロ
写
真
撮
影
機
が
購
入
さ
れ
、
全
国
の
マ
イ
ク
ロ
セ
ン
タ
ー
一

O
館
の
一
っ
と

し
て
本
格
的
な
複
写
業
務
も
始
め
ら
れ
た
。

一
九
五
七
年
に
は
「
北
海
道
大
学
図
書
取
扱
規
程
」
を
定
め
て
本
館
及
び
部
局
図
書
室
に
お

け
る
図
書
整
理
の
統
一
と
調
整
を
図
る
こ
と
に
な
り
、
全
学
の
図
書
業
務
に
お
け
る
附
属
図
書
館
の
役
割
が
初
め
て
明
確
に
さ
れ
た
。
と

は
い
え
こ
の
よ
う
な
業
務
改
善
の
推
進
の
た
め
に
は
、

ま
ず
そ
の
器
で
あ
る
建
物
の
改
築
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

四

新
図
書
館
の
建
築

一
九
五
五
年
こ
ろ
に
は
北
大
で
も
戦
後
の
復
興
期
が
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
再
建
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
当
時
は
戦
前
の
四
学
部

の
建
物
に
九
学
部
が
入
っ
て
い
る
状
態
で
、

し
か
も
こ
れ
ら
の
建
物
に
は
早
急
に
改
築
を
必
要
と
す
る
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
農
学



校
以
来
の
図
書
館
も
建
築
当
初
の
耐
用
年
数
は
三

O
年
と
い
わ
れ
、
い
ま
で
は
そ
の
狭
陸
さ
ば
か
り
で
な
く
建
物
と
し
て
も
す
で
に
寿
命

を
過
ぎ
て
い
た
。
壁
は
は
げ
落
ち
、
床
も
傾
い
て
修
理
も
追
い
つ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
年
学
長
と
な
っ
た
杉
野
目
晴
貞
は
、

そ
の
抱
負
と
し
て
校
舎
の
全
面
的
な
増
改
築
計
画
を
明
ら
か
に
し
、
図
書
館
に
つ
い
て
も

「
明
年
度
に
は
総
合
大
学
の
も
の
と
し
て
恥
し
く
な
い
立
派
な
も
の
を
新
築
の
予
定
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
実
際
に
は
図
書
館
の

第
一
期
工
事
は
一
九
五
八
年
八
月
末
に
当
時
の
事
務
局
裏
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
着
工
さ
れ
、
こ
れ
は
一
九
六

O
年
三
月
に
完
成
し
た
。
し
か

し
こ
の
建
物
の
大
部
分
は
当
時
窮
迫
し
て
い
た
教
養
部
や
人
文
系
諸
学
部
教
官
の
研
究
室
と
し
て
作
ら
れ
、
閲
覧
室
や
書
庫
は
第
二
期
工

事
以
降
に
回
さ
れ
た
た
め
、
同
年
中
に
新
館
に
移
転
し
た
の
は
総
務
・
受
入
・
目
録
の
三
掛
で
、
閲
覧
業
務
は
そ
の
ま
ま
旧
館
で
続
け
ら

新図書館の建築

れ
た
。と

は
い
え
新
図
書
館
着
工
は
図
書
館
職
員
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
り
、

そ
の
こ
ろ
か
ら
図
書
館
業
務
に
つ
い
て
の
改
善
が
熱
心
に

論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
五
九
年
秋
か
ら
は
印
刷
カ

l
ド
実
施
の
た
め
の
目
録
記
載
統
一
に
つ
い
て
図
書
館
と
各
部
局
図
書
室

4 

と
の
討
議
が
重
ね
ら
れ
た
が
、
こ
れ
も
従
来
み
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
気
運
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
翌
年
夏
こ
ろ
か
ら
全
学
的
に
同
一
の

カ
ー
ド
形
式
に
よ
る
印
刷
カ
l
ド
作
成
が
行
わ
れ
、
本
館
と
部
局
聞
の
連
絡
も
密
に
な
り
始
め
た
の
で
あ
る
。

一
九
六
一
年
に
は
参
考
掛
が
旧
館
に
新
設
さ
れ
、
図
書
館
は
玉
掛
と
な
っ
た
。
こ
の
掛
は
文
献
調
査
、
相
互
貸
借
、
複
写
業
務
な
ど
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
目
的
と
し
て
誕
生
し
た
も
の
で
、
設
置
早
々
か
ら
北
海
道
地
区
大
学
図
書
館
協
議
会
の
課
題
で
あ
っ
た
『
北
海

道
地
区
所
在
外
国
学
術
雑
誌
総
合
目
録
』
の
編
纂
に
着
手
し
た
。
ま
た
閲
覧
掛
も
旧
事
務
室
を
利
用
し
て
開
架
図
書
室
や
簡
易
語
学
一
フ
ボ

室
を
設
け
、
教
養
部
教
官
に
依
頼
し
て
不
十
分
な
が
ら
指
定
図
書
の
制
度
も
始
め
た
。

'3ラ9

こ
の
こ
ろ
か
ら
図
書
館
職
員
採
用
に
つ
い
て
も
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た
。

一
九
玉
八
年
に
従
来
の
協
議
採
用
が
廃
止
さ
れ
た
の
に
伴

u、
、

一
九
六

O
年
か
ら
「
国
立
大
学
図
書
館
専
門
職
員
採
用
試
験
」
が
実
施
さ
れ
、
公
務
員
試
験
に
準
ず
る
上
級
・
中
級
合
格
者
の
採
用
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が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
試
験
は
そ
の
後
い
く
ら
か
の
変
遷
を
た
ど
っ
た
の

ち

一
九
七
二
年
に
は
一
般
公
務
員
採
用
試
験
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
た
が
、

と

も
か
く
も
こ
れ
に
よ
っ
て
図
書
館
員
の
身
分
は
そ
れ
ま
で
よ
り
は
安
定
し
た
も
の

と
な
っ
た
。

建築中の附属図書館新館

一
九
六
四
年
に
は
図
書
館
の
第
二
期
工
事
と
し
て
四
階
建
て
の
閲
覧
ス
ペ
ー
ス

が
完
成
し
、
六
月
十
日
か
ら
開
架
図
書
室
、
語
学
演
習
室
(
以
上
二
階
)
、
自
習
室

(
一
階
)
な
ど
一
部
が
開
室
し
た
。
そ
し
て
翌
年
に
は
六
層
の
書
庫
も
完
成
し
、

六
月
十
七
日
に
は
一
般
閲
覧
室
で
落
成
式
が
行
わ
れ
た
が
、
二

O
万
冊
余
の
図
書

の
移
転
が
完
了
し
た
の
は
十
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
新
館
は
四
、

五
階
建
て
の

延
べ
一
万
二
五
一
九
平
方
メ
ー
ト
ル
、

一
O
O万
冊
収
容
の
積
層
式
書
庫
を
も
っ

建
物
で
、
当
時
は
国
内
で
最
大
規
模
の
大
学
図
書
館
建
築
と
称
さ
れ
た
が
、
館
内

の
設
備
も
デ
ラ
ッ
ク
ス
で
「
行
き
と
ど
い
た
照
明
と
明
る
い
ム

l
、
ド
の
新
図
書

な
じ
ん
で
き
た
学
生
た
ち
に
と
っ
て
こ
れ
は
夢
の
実
現
で
あ
り
、
入
館
者
は
一
挙
に
一

O
倍
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
。

館
」
と
し
て
好
評
で
あ
っ
た
。
特
に
農
学
校
以
来
の
古
ぼ
け
て
小
さ
な
図
書
館
に

に
そ
れ
ま
で
図
書
館
の
近
く
に
あ
っ
た
教
養
部
が
、

と
こ
ろ
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
旧
館
時
代
の
図
書
館
利
用
者
の
多
く
は
教
養
部
の
学
生
た
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
六
三
年
秋

そ
こ
か
ら
一
キ
ロ
ほ
ど
も
離
れ
た
恵
迫
寮
前
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
新
校
舎
に
全
面
移
転
し

た
こ
と
は
、
教
養
部
生
に
と
っ
て
非
常
な
不
便
を
き
た
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
従
来
自
然
科
学
系
学
部
は
も
と
よ
り
人
文
科
学
系
学
部
の

教
官
や
学
生
か
ら
も
軽
視
さ
れ
て
き
た
図
書
館
に
と
っ
て
も
、
将
来
だ
れ
を
奉
仕
の
対
象
と
す
べ
き
か
の
問
題
を
投
げ
か
け
た
の
で
あ



る
。
新
館
が
落
成
し
た
一
九
六
五
年
は
ま
た
こ
の
四
月
に
部
課
制
が
し
か
れ
、
図
書
館
の
機
構
上
に
も
大
き
な
変
化
の
あ
っ
た
年
で
あ
っ

た
大
規
模
な
建
物
が
完
成
し
、
機
構
が
改
め
ら
れ
た
と
き
、
北
大
図
書
館
は
こ
れ
を
ど
の
よ
う
な
理
念
の
も
と
に
運
営
し
て
ゆ
く
か
の
早

急
な
検
討
を
迫
ら
れ
た
。
当
時
は
す
で
に
東
大
図
書
館
の
改
造
に
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
て
、
全
国
的
に
「
大
学
図
書
館
の
近
代
化
」
が
叫
ば

れ
始
め
、
文
部
省
も
情
報
図
書
館
課
を
新
設
し
て
大
学
図
書
館
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
始
め
た
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ

の
夏
北
大
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
第
一
二
次
国
立
大
学
図
書
館
長
会
議
と
研
究
集
会
で
も
、
こ
の
問
題
は
熱
っ
ぽ
く
討
議
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
北
大
で
は
十
月
一
日
に
評
議
会
規
程
を
改
正
し
て
図
書
館
長
を
評
議
員
と
し
、
同
日
付
け
で
北
大
図
書
館
改
革
の

新図書館の建築

輿
望
を
担
っ
て
館
長
に
就
任
し
た
の
が
法
学
部
教
授
今
村
成
和
で
あ
っ
た
。

同
年
暮
れ
か
ら
翌
一
九
六
六
年
春
に
か
け
て
新
図
書
館
の
書
庫
に
は
、
法
学
部
図
書
の
大
半
と
文
学
部
、
経
済
学
部
図
書
の
一
部
約
一

五
万
冊
が
搬
入
さ
れ
た
。
当
初
人
文
科
学
系
学
部
の
新
築
は
図
書
館
書
庫
を
共
同
で
利
用
す
る
た
め
こ
れ
を
囲
ん
で
建
て
る
構
想
も
あ
っ

4 

た
と
い
う
が
、
実
際
に
は
こ
れ
は
実
現
せ
ず
、
法
学
部
を
除
く
諸
学
部
は
距
離
的
な
問
題
も
あ
っ
て
そ
の
蔵
書
の
大
半
を
部
局
図
書
室
も

し
く
は
研
究
室
に
分
散
す
る
従
来
の
方
式
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
こ
れ
に
よ
っ
て
図
書
館
と
人
文
科
学
系
学
部
図
書
の
合
体
が

部
分
的
な
が
ら
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
新
図
書
館
は
一
九
六
六
年
四
月
十
一
日
に
一
般
閲
覧
室
で
の
図
書
の
貸
出

を
開
始
し
、
着
工
以
来
約
八
年
に
し
て
全
面
開
館
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
る
。
同
月
十
九
日
に
は
大
正
七
年
以
来
の
「
図
書
館
規
程
」
を

廃
止
し
、
新
館
の
現
状
に
相
応
す
る
新
し
い
「
図
書
館
閲
覧
規
程
」
も
制
定
さ
れ
て
い
る
。

1361 
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五

図
書
館
改
革
の
努
力

新
図
書
館
の
全
機
能
が
動
き
始
め
た
一
九
六
六
年
の
秋
に
、
北
大
は
開
学
九
十
周
年
を
祝
っ
た
が
、
図
書
館
は
、
新
設
の
展
示
室
の
ほ

か
玄
関
ホ
ー
ル
と
ク
ラ

I
ク
会
館
を
利
用
し
て
、

「
北
大
沿
革
資
料
写
真
展
」
を
開
催
し
た
。
ま
た
引
き
続
き
第
一
六
次
北
海
道
地
区
大

学
図
書
館
協
議
会
、
第
四

O
次
国
立
七
大
学
附
属
図
書
館
協
議
会
の
会
場
館
と
な
っ
て
、
学
内
外
に
そ
の
生
ま
れ
変
わ
っ
た
姿
を
披
露
し

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
図
書
館
の
改
革
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
十
月
末
に
今
村
館
長
が
古
市
学
長
に
提
出
し
た
「
北
海
道

附属図書館

大
学
図
書
館
報
告
書
」
は
、
図
書
館
の
現
状
を
分
析
し
つ
つ
そ
の
近
代
化
の
た
め
に
は
北
大
図
書
館
機
構
の
再
検
討
と
図
書
事
務
の
改
善

を
図
る
こ
と
の
急
務
を
力
説
し
て
い
る
。

新
図
書
館
は
将
来
計
画
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

ま
ず
そ
の
性
格
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
今
村
館
長
は
大
学
図
書
館
の

機
能
を
総
合
図
書
館
、
研
究
図
書
館
、
学
習
図
書
館
、
保
存
図
書
館
の
四
つ
に
分
類
し
、
新
図
書
館
は
そ
の
す
べ
て
を
兼
ね
備
え
る
べ
き

も
の
と
し
た
。
す
な
わ
ち
従
来
の
学
習
、
保
存
図
書
館
的
役
割
に
加
え
て
、
全
学
図
書
館
機
構
の
連
絡
調
整
を
図
り
、
学
術
情
報
の
セ
ン

タ

l
的
機
能
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
人
文
科
学
系
学
部
の
図
書
を
新
館
書
庫
に
収
納
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
そ
の
分
野
で
は

研
究
図
書
館
の
機
能
を
も
も
た
せ
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
彼
は
図
書
館
の
近
代
化
に
は
全
学
的
協
力
の
必
要
な
こ
と
を
認
識
し
、
と

れ
ま
で
や
や
も
す
れ
ば
形
式
的
機
関
に
す
ぎ
な
か
っ
た
図
書
館
委
員
会
(
一
九
六
三
年
図
書
館
拡
充
委
員
会
を
改
組
し
た
も
の
)

を
重
視
し

て
、
こ
こ
で
図
書
館
改
革
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
実
質
的
な
審
議
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
一
九
六
七
年
一
月
、
図
書
館

委
員
会
の
中
に
「
北
大
図
書
館
機
構
検
討
小
委
員
会
」
が
発
足
し
、

そ
の
下
部
機
構
と
し
て
「
北
大
図
書
館
事
務
改
善
小
委
員
会
」
の



活
動
も
始
め
ら
れ
た
。
図
書
館
報
『
検
蔭
』
が
発
刊
さ
れ
た
の
も
と
の
こ
ろ
で
あ
る
。

機
構
検
討
委
員
会
で
は
中
央
図
書
館
と
部
局
図
書
室
の
関
係
が
長
期
的
視
野
を
も
っ
て
討
議
さ
れ
、
特
に
教
養
部
、
医
学
部
、
水
産
学

部
に
分
館
を
設
け
る
必
要
性
が
関
係
部
局
の
委
員
か
ら
強
く
要
望
さ
れ
た
。
ま
た
事
務
改
善
委
も
全
学
図
書
の
共
通
利
用
や
、
従
来
ば
ら

ば
ら
に
行
わ
れ
て
い
た
附
属
図
書
館
と
部
局
図
書
室
の
事
務
改
善
に
つ
い
て
討
議
を
始
め
、
実
務
担
当
者
の
協
議
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ

ろ
か
ら
図
書
館
職
員
の
業
務
改
善
に
対
す
る
意
欲
も
著
し
く
た
か
ま
り
、
多
く
の
こ
と
が
新
規
に
着
手
さ
れ
て
い
る
。
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た
と
え
ば
、
こ
れ
ま
で
他
部
局
の
図
書
利
用
に
困
難
を
感
じ
て
い
た
利
用
者
の

不
便
を
解
消
し
、
学
内
所
蔵
資
料
の
相
互
利
用
を
図
る
た
め
、
部
局
図
書
室
の
利

用
票
発
行
が
実
現
し
た
。
ま
た
図
書
整
理
の
能
率
化
を
目
指
し
て
業
務
合
理
化

の
取
り
決
め
も
な
さ
れ
て
い
る
。
図
書
館
で
は
学
内
所
蔵
図
書
の
所
在
調
査
を
容

図書館一般関覧室

易
に
す
る
た
め
に
、
印
刷
カ
ー
ド
実
施
以
前
に
欠
落
し
て
い
た
十
数
年
分
の
全
学

総
合
目
録
カ

l
ド
補
充
に
着
手
し
、
こ
れ
は
数
年
の
う
ち
に
完
了
し
た
。
学
外
と

の
相
互
協
力
の
面
で
も
、
文
献
複
写
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
た
め
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
利

用
が
で
き
る
よ
う
規
定
改
正
を
行
い
、
公
費
に
よ
る
学
外
へ
の
複
写
申
込
み
は
本

館
が
窓
口
に
な
る
こ
と
と
し
た
。
諸
外
国
と
の
紀
要
交
換
や
文
献
複
写
の
相
互
利

用
が
軌
道
に
乗
っ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
館
内
で
は
開
架
図
書
室
、
語
学
演

習
室
、
北
方
資
料
室
、
複
写
室
、
印
刷
室
の
拡
充
が
図
ら
れ
、
参
考
図
書
閲
覧
室

に
は
学
術
雑
誌
、
判
例
資
料
、
国
連
資
料
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
以
前
の
文

系
教
官
研
究
室
跡
は
図
書
館
利
用
者
の
た
め
の
個
室
と
な
り
、
旧
図
書
館
書
庫
の
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大
部
分
は
全
学
の
保
存
書
庫
と
な
っ
た
。
図
書
館
の
諸
規
則
も
整
備
さ
れ
、

一
九
六
七
年
に
は
「
学
内
出
版
物
の
保
存
規
程
」
も
制
定
さ

れ
て
い
る
。
以
上
の
ほ
か
こ
の
こ
ろ
に
は
「
収
書
通
報
」
を
は
じ
め
各
種
の
文
献
目
録
や
雑
誌
目
録
が
作
成
さ
れ
、
展
示
会
も
た
び
た
び

聞
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
改
革
の
動
き
と
並
行
し
て
、
他
方
で
は
い
よ
い
よ
念
願
の
教
養
分
館
や
医
学
図
書
館
の
新
築
が
本
決
り
と
な

り
、
い
ず
れ
も
一
九
六
八
年
中
に
着
工
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
新
館
の
開
館
以
後
積
極
的
に
進
め
ら
れ
始
め
て
き
た
図
書
館
改
善
の
努
力
は
、

一
九
六
九
年
七
月
全
国
に
吹
き
荒
れ
た
大

学
紛
争
の
さ
な
か
革
マ
ル
派
学
生
に
よ
る
図
書
館
封
鎖
に
よ
っ
て
一
時
的
に
中
断
さ
れ
た
。
以
後
約
四
カ
月
続
い
た
封
鎖
の
期
間
、
図
書

館
職
員
は
未
封
鎖
の
学
部
に
間
借
り
し
つ
つ
離
合
集
散
し
た
が
、
こ
の
間
に
も
で
き
る
限
り
の
仕
事
が
続
け
ら
れ
、
学
外
と
の
文
献
複
写

相
互
利
用
な
ど
は
諸
部
局
図
書
室
の
協
力
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
中
断
な
く
続
け
ら
れ
た
。

附属図書館

封
鎖
に
よ
る
被
害
は
、
学
生
た
ち
の
自
己
規
制
に
よ
っ
て
図
書
や
カ
l
ド
の
散
逸
こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
、
備
品
や
設
備
の
被
害
は
著

し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
バ
リ
ケ
ー
ド
や
瓦
礁
の
山
を
と
り
片
付
け
、
使
用
可
能
な
書
架
や
カ
l
ド
箱
、
机
な
ど
を
再
配
列
し
、
図

書
の
点
検
な
ど
を
す
ま
せ
て
復
旧
開
館
し
た
の
は
、
封
鎖
解
除
か
ら
わ
ず
か
一
カ
月
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
職
場
を
回
復

し
、
開
館
を
待
ち
望
む
利
用
者
の
期
待
に
こ
た
え
よ
う
と
し
た
館
員
た
ち
の
非
常
な
努
力
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

大
学
紛
争
後
は
、
全
国
の
大
学
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
深
刻
な
反
省
が
な
さ
れ
、
大
学
改
革
の
気
運
が
高

ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
今
で
は
図
書
館
改
善
の
問
題
も
、
大
学
改
革
と
の
関
連
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
九
七

O
年
六
月
に

は
、
国
大
協
の
中
に
初
め
て
図
書
館
改
革
の
た
め
の
特
別
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
。

つ
い
で
十
月
に
高
野
山
大
学
で
聞
か
れ
た
国
立
大
学

図
書
館
協
議
会
の
第
一
七
回
総
会
の
研
究
集
会
で
は
、
「
新
し
い
大
学
図
書
館
像
」
特
別
委
員
会
の
報
告
が
討
議
さ
れ
た
が
、
「
大
学
図
書

館
の
未
来
像
ー
ー
そ
の
理
念
を
中
心
に
|
|
l
」
と
題
す
る
そ
の
報
告
書
は
北
大
図
書
館
の
今
村
館
長
が
作
成
し
た
も
の
で
、
大
学
改
革
の

中
に
お
け
る
図
書
館
近
代
化
の
方
向
を
探
索
し
た
も
の
で
あ
る
。



同
年
十
一
月
に
は
北
大
で
も
「
北
海
道
大
学
改
革
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、

そ
の

1
1
2専
門
委
員
会
は
「
図
書
館
に
関
す
る
こ

と
」
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
作
業
を
補
助
す
る
た
め
に
委
員
長
(
館
長
〉
の
諮
問
機
関
と
し
て
図
書
館
員
よ
り
な
る
事

務
改
善
委
員
会
も
発
足
し
て
い
る
。
専
門
委
員
会
は
図
書
館
改
革
検
討
の
基
礎
デ

i
タ
を
集
め
る
た
め
に
、
教
官
・
院
生
・
学
部
学
生
・

教
養
部
生
ご
と
に
図
書
館
利
用
の
実
態
と
要
望
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
一
九
七
一
年
九
月
に
実
施
さ

れ
、
デ
l
タ
は
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
で
集
計
の
う
え
そ
の
分
析
と
考
察
が
翌
年
四
月
の
評
議
会
に
「
中
間
報
告
」
と
し
て
提
出
さ
れ

た
。
こ
の
中
間
報
告
を
も
と
に
専
門
委
員
会
が
今
村
委
員
作
成
の
図
書
館
改
革
案
を
討
議
し
、

そ
の
最
終
報
告
を
評
議
会
に
送
っ
た
の
は

一
九
七
三
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
委
員
長
は
一
九
七
一
年
十
月
に
館
長
に
な
っ
た
工
学
部
教
授
福
島
久
雄
で
あ
っ
た
。

図書館改革の努力

専
門
委
員
会
報
告
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
図
書
館
委
員
会
を
通
じ
て
よ
せ
ら
れ
た
各
部
局
の
意
見
を
も
と
に
附
属
図
書
館
の
み
な

ら
ず
北
大
図
書
系
業
務
の
全
体
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
学
内
措
置
に
よ
っ
て
実
現
可
能
な
改
革
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
ほ

自
然
科
学
系
部
局
に
お
け
る
図
書
分
散
の
是
正
、
人
文
科
学
系
部
局
図
書
室
の
図
書
館
ど
の
合
体
の
推
進
が
勧
告
さ
れ
、
附
属
図
書
館
の

5 

総
合
図
書
館
と
し
て
の
機
能
充
実
と
と
も
に
北
大
図
書
機
構
に
お
け
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
網
強
化
の
必
要
が
強
調
さ
れ
た
。
従
来
研
究
図
書

館
を
指
向
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
部
局
図
書
室
の
学
習
図
書
館
的
機
能
が
見
直
さ
れ
た
の
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
の
解
決
は
い
ず
れ
も
諸
部
局
の
協
力
を
必
要
と
す
る
も
の
で
、

そ
の
後
の
進
行
は
必
ず
し
も
は
か
ば
か
し
く
な
い

カ2

一
九
七
五
年
四
月
に
は
法
学
部
図
書
室
の
附
属
図
書
館
と
の
合
併
が
実
現
し
、

そ
の
後
も
他
の
人
文
科
学
系
諸
学
部
と
の
協
議
が
続

け
ら
れ
て
い
る
。

図
書
館
改
革
と
の
関
連
で
こ
こ
に
つ
け
加
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、

一
九
六

0
年
代
の
後
半
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
欠
員
不
補
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充
、
さ
ら
に
定
員
削
減
の
問
題
で
あ
る
。
大
規
模
な
建
物
が
で
き
て
人
文
科
学
系
学
部
の
図
書
を
も
収
蔵
し
、
あ
ら
た
な
業
務
が
つ
ぎ
つ

ぎ
に
着
手
さ
れ
て
、

サ
ー
ビ
ス
改
善
に
乗
り
出
し
た
ば
か
り
の
図
書
館
に
と
っ
て
、
こ
の
措
置
は
改
革
の
中
止
を
命
ぜ
ら
れ
る
に
等
し
か
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っ
た
。

一
九
六
八

1
七
六
年
の
三
次
に
わ
た
る
図
書
館
定
員
の
削
減
は
一

O
名
に
及
ん
で
い
る
が
、
定
員
の
つ
か
な
い
教
養
分
館
の
新
設

を
考
慮
に
入
れ
る
と
そ
の
数
は
さ
ら
に
ふ
え
る
の
で
あ
る
。
従
来
か
ら
定
員
不
足
を
補
っ
て
き
た
非
常
勤
職
員
の
数
も
こ
の
間
ず
っ
と
抑

え
ら
れ
た
の
で
、
結
果
的
に
み
る
と
図
書
館
改
革
の
実
施
を
か
ろ
う
じ
て
可
能
に
し
た
の
は
、
法
学
部
図
書
掛
の
合
併
と
文
・
経
済
両
学

部
か
ら
図
書
出
納
の
た
め
に
移
管
さ
れ
た
定
員
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
は
改
革
へ
の
着
手
が
、
改
革
そ
の
も
の
を
救
っ
た
と

い
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
述
べ
た
よ
う
な
図
書
館
改
革
の
努
力
の
ほ
か
に
、
他
方
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
時
代
の
到
来
と
と
も
に
、
図
書
館
業
務
機
械
化
へ

の
準
備
も
地
道
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

一
九
七
二
年
の
大
阪
大
学
図
書
館
に
始
ま
る
受
入
・
整
理
・
閲
覧
業
務
の
本
格
的
な
機
械
化

は
、
そ
の
後
し
だ
い
に
こ
れ
を
採
用
す
る
図
書
館
の
数
を
増
し
て
い
る
が
、
北
大
図
書
館
で
も
す
で
に
一
九
六
八
年
九
月
に
将
来
の
電
算

附属図書館

機
導
入
に
備
え
て
「
機
械
化
検
討
小
委
員
会
」
が
作
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
七
四
年
に
は
事
務
局
に
大
型
計
算
機
が
設
置

さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
外
国
雑
誌
一
括
購
入
に
つ
い
て
「
機
械
化
準
備
班
」
を
発
足
さ
せ
、

一
九
七
六
年
に
は
新
設
の
学
術
情
報
資
料
掛

が
こ
れ
を
引
き
継
い
で
最
初
の
テ
ス
ト
ラ
ン
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

学
術
情
報
氾
濫
時
代
に
お
け
る
研
究
者
の
図
書
館
へ
の
期
待
の
中
に
は
情
報
検
索
の
た
め
の
機
械
化
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
国
的
な
い

し
は
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
・
ワ

l
ク
に
よ
ら
ね
ば
効
果
は
少
な
く
、
現
状
で
は
文
献
探
索
は
索
引
誌
、
抄
録
誌
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
二
世
紀
自
に
入
っ
た
北
大
図
書
館
が
、
世
界
の
学
術
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
通
じ
、
学
内
諸
部
局
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
伝
え
る

こ
と
も
そ
れ
ほ
ど
遠
い
夢
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
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教

館

養

分

附
属
図
書
館
分
室

教
養
部
校
舎
が
現
在
の
北
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す
る
以
前
に
は
、
教
養
部
学
生
の
図
書
の
利
用
は
全
面
的
に
附
属

図
書
館
に
依
存
し
て
い
た
。
し
か
し
現
在
地
に
移
転
し
て
い
ら
い
距
離
が
遠
く
な
っ
た
の
で
、
附
属
図
書
館
を
常

教養分館

時
教
室
の
延
長
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

部
を
さ
い
て
附
属
図
書
館
の
分
室
と
い
う
形
で
開
架
図
書
室
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
、
附
属
図
書
館
か
ら
職
員
一
名
を
配
置
し
、
約
二
九

一
九
六
三
年
(
昭
和
一
二
八
)
十
一
月
に
は
教
養
部
の
教
室
の

0
0冊
の
一
般
図
書
・
指
定
図
書
を
配
架
し
た
。
座
席
数
は
、
開
架
図
書
室
に
約
九

O
席
、
読
書
室
に
約
一
三
(
U
席
(
い
ず
れ
も
現
在
の
講

義
室
)
で
あ
っ
た
(
こ
の
項
に
つ
い
て
は
教
養
部
史
の
中
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
)
。

6 

教
養
分
館
の
落
成

教
養
分
館
は
組
織
上
は
一
九
六
九
年
(
昭
和
四
四
)
四
月
一
日
付
け
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
た
が
、
教
養
部
の
南
側

に
独
立
の
建
物
が
竣
工
を
み
た
の
は
同
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
工
事
は
教
養
部
の
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
に

始
ま
っ
た
北
大
紛
争
の
さ
な
か
に
進
め
ら
れ
た
の
で
、
落
成
後
の
開
館
も
危
ぶ
ま
れ
た
が
、

一
日
も
早
い
学
生
の
図
書
利
用
を
希
望
す
る

教
養
部
の
意
向
に
従
っ
て
十
二
月
中
旬
に
は
開
館
の
は
こ
び
と
な
っ
た
。
教
養
部
か
ら
の
図
書
の
移
転
は
、
十
一
月
八
日
の
機
動
隊
に
よ

る
封
鎖
解
除
後
に
行
わ
れ
た
が
、
教
養
部
は
十
二
月
上
旬
に
再
封
鎖
さ
れ
た
の
で
、
開
館
は
タ
ッ
チ
の
差
で
間
に
合
っ
た
の
で
あ
る
。

新
装
の
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、
総
面
積
二
四

O
六
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

一
階
は
管
理
部
門
と
一
般
閲
覧
室
(
一
五
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席
)
、
二
階
、
一
二
階
は
開
架
図
書
閲
覧
室
(
二
階
一
一
一
一
席
、
三
階
二
九
六
席
)
に
あ
て
ら
れ
、
二
階
に
は
一
般
図
書
、

参
考
図
書
、
新
刊
雑

誌
、
三
階
に
は
教
官
指
定
図
書
が
配
架
さ
れ
た
。
初
代
分
館
長
に
は
阿
部
保
教
授
が
就
任
し
、
当
初
の
職
員
数
は
事
務
主
任
以
下
八
名
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1976 

で
、
掛
は
閲
覧
掛
の
み
で
あ
っ
た
。

大
学
紛
争
の
余
虚
は
そ
の
後
も
残
り
、

一
九
七

O

年
(
昭
和
四
五
)
六
月
に
は
教
養
分
館
も
二
回
に
わ

た
り
封
鎖
さ
れ
た
が
、

い
ず
れ
の
場
合
も
大
き
な
被

害
も
な
く
解
除
さ
れ
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
そ
し

開架図書閲覧室

て
九
月
か
ら
は
夜
間
開
館
(
午
後
七
時
ま
で
)
も
始
ま

り
図
書
館
業
務
も
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

利
用
者
の
激
増

教
養
分
館
は
、
学
習
図
書
館
と

し
て
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
可
能
な

限
り
閲
覧
室
に
あ
て
、
座
席
数
四
八

O
席
を
確
保
し

て
き
た
が
、
年
間
入
館
者
は
一
九
七

0
年
度
一
七
万

玉
O
九
二
人
、
翌
一
九
七
一
年
度
一
九
万
一
二

O
一一

人
と
飛
躍
的
に
増
加
を
続
け
、
す
で
に
一
九
七
一
年
(
昭
和
四
六
)
五
月
の
「
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
報
告

書
」
の
中
で
も
そ
の
狭
陸
化
が
指
摘
さ
れ
「
増
築
を
至
急
実
現
し
た
い
」
旨
の
要
望
が
な
さ
れ
て
い
た
。

し
か

注)

し
そ
れ
は
実
現
を
み
な
い
う
ち
に
入
館
者
は
上
表
に
示
す
よ
う
に
、

一
九
七
五
年
度
に
は
三

O
万
人
を
突
破
す

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
利
用
者
の
増
加
に
伴
い
図
書
の
紛
失
も
多
く
、
管
理
上
は
も
と
よ
り
利
用
者
に
も
不

便
を
与
え
て
放
置
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
た
の
で
、

一
九
七
四
年
(
昭
和
四
九
)
に
は
完
全
開
架
式
を
半
開
架
式



に
改
め
て
い
る
。

指
定
図
書
・
参
考

図
書
群
の
充
実

教
養
分
館
開
館
当
初
は
附
属
図
書
館
か
ら
指
定
図
書
・
参
考
図
書
・
一
般
教
養
書
の
一
部
を
移
管
し
て
当
面
の
学

習
の
便
宜
を
図
っ
た
。
そ
の
後
こ
れ
ら
の
図
書
購
入
費
の
予
算
化
が
進
め
ら
れ
、
特
に
一
九
七

0
年
度
に
ほ
校
費

の
特
別
予
算
配
当
を
受
け
、

一
九
七
二
、
七
三
年
度
に
文
部
省
か
ら
の
特
別
予
算
と
し
て
一
六

O
O万
円
に
の
ぼ

る
指
定
図
書
費
の
配
当
が
あ
り
、
指
定
図
書
、
参
考
図
書
は
飛
躍
的
な
充
実
を
み
る
に
い
た
っ
た
。

分
館
に
対
す
る
教
官
の

関
心
及
び
利
用
度
の
高
ま
り

教養分館

教
養
分
館
当
初
の
設
計
に
は
教
官
閲
覧
室
を
設
け
そ
の
利
用
を
図
っ
た
が
、
教
官
用
研
究
図
書
が
収
納

さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
事
情
も
あ
っ
て
、
そ
の
利
用
度
は
低
く
関
心
も
薄
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
教

の
教
育
実
施
に
有
効
・
密
接
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
(
左
表
参
照
)
。

養
部
学
生
の
利
用
の
激
増
、
指
定
図
書
・
参
考
図
書
群
の
増
加
充
実
と
と
も
に
、
教
養
分
館
は
教
養
部

6 

館外貸出冊数(年度別)

仁二二二二コ教養部生
@'\~~~~他学部生
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{冊)

60 

55 

50 

45 

20 

40 

15 

35 

'30 

25 

教
官
の
教
養
分
館
に
対
す
る
関
心
も
図
書
の
充
実

と
と
も
に
高
ま
り
、
具
体
的
・
建
設
的
な
分
館
の
機

能
拡
大
の
た
め
の
要
望
書
が
分
館
長
あ
て
に
提
出
さ

れ
、
分
館
と
し
て
も
常
に
そ
の
要
望
に
積
極
的
に
対

応
し
、
教
義
教
育
に
密
接
不
可
分
な
図
書
館
と
し
て

成
長
し
た
。
そ
の
結
果
、
分
館
所
蔵
の
参
考
図
書
群

を
利
用
し
て
の
演
習
の
希
望
が
教
官
側
か
ら
起
こ

り
、
分
館
は
そ
の
た
め
当
面
教
官
閲
覧
室
を
暫
定
的

に
演
習
室
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
と
し
、

一
九
七
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の
一
階
は
管
理
部
門
、
二
・
三
階
は
閲
覧
室
、

年
度
後
期
よ
り
実
施
に
移
し
た
。
こ
の
方
法
は
臨
時
に
教
官
閲
覧
室
を
演
習
室

と
し
て
転
用
し
て
い
る
た
め
室
数
の
不
足
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
設
備
、

構
造
に
お
い
て
も
理
想
的
な
演
習
運
営
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
が
、
す
で
に

教
養
部
の
教
育
の
中
に
定
着
し
、
利
用
希
望
教
官
は
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
る
。

教養分館全景

前
述
の
よ
う
に
開
館
以
来
の
教
養
分
館
利
用
の

教
養
分
館
増
築
工
事
完
成

伸
び
は
著
し
く
、
す
で
に
建
物
の
狭
障
が
痛
感

さ
れ
は
じ
め
た
の
で
、
早
く
も
一
九
七
一
年
(
昭
和
四
六
)
に
は
概
算
要
求
の

中
で
そ
の
増
築
が
要
望
さ
れ
、
特
に
閲
覧
座
席
を
倍
増
す
る
計
画
が
た
て
ら
れ

た
。
こ
れ
は
学
内
の
一
致
し
た
支
持
に
よ
り
、
間
も
な
く
認
め
ら
れ
、

九
七

六
年
十
月
に
は
増
築
工
事
が
着
手
さ
れ
、
翌
一
九
七
七
年
七
月
竣
工
し
た
。
増

築
面
積
は
一
一
一
一
九
一
平
方
メ
ー
ト
ル
、

四
階
建
て
(
既
設
三
階
を
四
階
に
)
で
既

設
面
積
と
合
わ
せ
て
総
面
積
四
六
九
七
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
。
増
築
部
分

四
階
は
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
将
来
構
想
も
含
め
て
視
聴
覚
室
、
語
学
演
習
室
、
ピ

一
階
一
八
六
席
、
二
階
一
四
四
席
、
一
一
一
階
玉
七
八
席
と
増
築
前
の

デ
オ
視
聴
室
、
演
習
室
な
ど
を
設
け
た
。
完
成
後
の
閲
覧
座
席
数
は
、

フ
ィ
ル
ム
、

ス
ラ
イ
ド
、

ほ
ぼ
倍
数
と
な
り
、
教
養
部
学
生
数
の
約
二

O
%の
座
席
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

V
T
R
な
ど
、
機
器
を
使
用
し
て
行
う
視
聴
覚
教
育
は
わ
が
国
で
も
早
く
か
ら
と
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
が
、

四
階
の
視
聴
覚
設
備
は
こ
れ
ら
を
備
え
、
学
習
効
果
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
の
設
備
で
あ
る
。



〔
ビ
デ
オ
視
聴
室
〕

当
設
備
は
個
別
的
な
視
聴
覚
教
育
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

た
と
え
ば
、

あ
る
教
師
の
授
業
・
演
習
・
研
究
発
表
会
な

ど
を
ビ
デ
オ
に
録
画
し
た
り
、
研
究
資
料
の
ピ
デ
オ
化
、
市
販
ビ
デ
オ
教
材
な
ど
多
数
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

l
を
収
録
、
収
集
し
た
も
の
を

ビ
デ
オ
視
聴
室
に
お
い
て
学
習
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
機
器
と
し
て
、

収
納
デ
ス
ク
(
八
席
)
に
カ
セ
ッ
ト
式
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

レ
コ
ー
ダ
ー
、

モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
、

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
各
席
に
備
え
て
あ
る
。

〔
語
学
演
習
室
(
二
四
席
)
〕

外
国
語
の
習
得
に
お
い
て
、
聴
覚
教
材
の
利
用
が
多
大
の
効
果
を
あ
げ
得
る
こ
と
は
す
で
に
実
証
ず
み
で

あ
り
、
個
別
学
習
、
グ
ル
ー
プ
学
習
に
そ
れ
ぞ
れ
利
用
で
き
る
。
当
設
備
は
一
九
七
七
年
度
末
に
機
器
が
設
置
さ
れ
、

一
九
七
八
年
六
月

か
ら
使
用
さ
れ
始
め
た
。

〔
演
習
室
(
五
室
)
〕

教
養
分
館
に
所
蔵
す
る
資
料
を
用
い
て
本
学
の
指
導
教
官
が
学
生
に
演
習
す
る
場
合
に
利
用
で
き
る
。
各
室
に

は
視
聴
覚
機
器
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
、

モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
を
用
意
し
、

ほ
か
に
ス
ク
リ
ー
ン
を
備
え
て

ス
ラ
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

l
、
オ
ー
バ
ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
!
の
投
映
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

あ

と

カ3

き

「
附
属
図
書
館
史
」
は
、
第
一
、
一
ニ
、
四
、
五
節
を
秋
月
俊
幸
、
第
二
一
節
を
藤
島
隆
、
第
六
節
を
船
木
敏
美
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
執
筆
し
た
。

編
集
の
際
に
聞
き
取
り
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
た
か
た
が
た
に
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
故
金
木
藤
雄
氏
(
元
整
理
課
長
)
が
一
九
六
五
年
に
自

費
出
版
さ
れ
た
『
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
史
』
に
も
負
う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
付
記
す
る
。

'37' 
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歴
代
館
長

附属図書館

付

録

歴
代
館
長
・
教
養
分
館
長
・
司
書
官
・
事
務
(
部
)
長
一
覧

新
渡
戸
稲
造

原大
島
金
太
郎

高
岡

上
原
轍
三
郎

松
田

竹
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高

倉

新

一

郎

風
巻
景
次
郎

武
田

宮
崎
孝
治
郎

罪
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7 

村

書
籍
館
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任

一
八
九
一

r
3
2

十
太

丈
夫
1
一九
O
四

八
九
七

1
九
八

九
O
回

1
2

熊
雄

九室
1
2一回

教
養
分
館
長

き一回
'
t
J
E
(

武
雄

九
四
六

i
E一一一

室一ニ
1
歪

勝
也

一
九
歪

1
毛

一
九
五
七

1
五
八

司

イ言

一
九
五
八

1
莞

九
五
九

1
3一

忠
明

九
苔
一

1
歪

成
和

九
六
五

1
七

事
務
(
部
)
長

早福
川島
高
嶋

塩
谷

阿
部
五
十
嵐
三
郎

和
田書

柴
田

高

倉

新

一

郎 久
雄

一
九
七
一

t全
一
一

泰
正

一
九
哲
一
ア

3
2

正
彦

一
九
七
七

1
完

鏡

一
九
七
九

1

保

九
六
九

1
七

一
九
七
一
(
〉
吉
一

謹
吾

一
主
一
了

""市民定士
ロ

主
一
六

1
四
六

と
一
ニ

1
四
六

柴
田上

武
田
村
田

斉
木

矢
部

定
吉

一
九
四
九

1
五
ニ

孝
正

一
九
五
ニ

i
歪

量遅
九

歪

1
一〈四

九
六
五

1
六
七

良日

九
六
七

t
，
七
八

良E

一
九
七
八

1
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北海道帝国大学図書印

nnl 
説111買
蚤伊1m議
北海道大学図書印

真
韓
議

m山
側
関
隅

圃憲一出一霊
北海道大学図書之印

二蔵書印

札幌農学校図書之印

聾居間一
圏
雷

札幌農学校図書印

一
曹
只
園
町
闇

m一

盟
国
龍
一
躍
何
盟
問
一

闇
雪
組
E
一東北帝国大学農科大学図書之印
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蔵書数(全部局を含む〉

ト ¥和 漢 書 洋 書 」日斗 言十 年平均増加

1876 
(7月末〉

4，362 1，787 6，149 

1877 5，100 3，734 8，834 (2，685) 

1888 12，447 6，078 (18，525) (881) 
(12月末〉 (5月〉

1896 19，736 (151) 

1906 13，821 9，701 23，522 329 

1916 25，334 26，126 51，460 2，794 

1926 56，667 89，811 146，478 9，502 

1936 126，378 176，519 302，897 15，642 

1946 217，056 213，681 430，737 12，784 

1956 333，060 291， 710 624，770 19，403 

1966 537，974 465，841 1，003，815 37，905 

1977 955，976 763，983 1，719，959 (71，614) 
(3月末〉

1978 
(3月末〉

1，020，165 810，809 1，830，974 111，015 

(注) 1) 1896"，，1966年は各々12月末現在

2) r年平均増加」は、上欄の年からの平均を示す
3) ()は参考数



年

表

137ラ

一
八
七
六
(
明

g)

8
-
H
一
札
幌
農
学
校
開
校
式
。
「
書
籍
室
」
を
有
す

ロ
・
一
講
堂
と
は
別
棟
に
建
坪
十
五
坪
二
層
の
書
籍
庫
を
新
築

一
八
七
七
(
明
日
)

日
・
一
書
籍
庫
及
び
読
書
房
の
規
則
が
作
ら
れ
た

一
八
八
八
(
明
幻
)

6
-
m
一
「
札
幌
農
学
校
洋
書
目
録
」
を
刊
行

一
八
八
九
(
明
幻
)

2
-
m
一
「
札
幌
農
学
校
和
漢
書
目
録
」
を
刊
行

一
八
九
O
(明
お
)

日
・
一
書
籍
庫
を
増
築
し
、
閲
覧
室
と
書
籍
館
事
務
室
を
設
け
た

一九
O
O
(明
日
品
)

2
・

一

デ

ュ

I
イ
の
目
録
規
則
に
よ

p
カ
i
ド
目
録
の
作
成
に
若

一
手

9

・

一

デ

ュ

l
イ
の
十
進
分
類
法
を
採
用
し
た

一九
0
=
一
(
明
お
)

6
-

一
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
白
星
の
図
書
館
が
新
築
さ
れ
た

一九
O
七
(
明
羽
)

6
・
2

一
札
幌
農
学
校
の
大
学
昇
格
に
伴
い
、
東
北
帝
国
大
学
農
科

一
大
学
図
書
館
と
改
称

一
九
一
四
(
大
3
)

叩

-m
一
閲
覧
室
と
事
務
室
を
増
築
。
電
燈
を
設
置
し
夜
間
利
用
開

一
ム
日

一
，
台
帳
f

一
九
一
八
(
大
7
)

3
・
叩
一
北
海
道
帝
国
大
学
図
書
館
と
改
称

一
九
一
一
一
一
(
大
竹
)

5
・
日
一
「
附
属
図
書
館
」
と
改
称
し
、
館
長
等
の
職
制
を
設
け
た

ロ
・
一
三
階
建
て
延
べ
七
ニ
坪
の
書
庫
増
築

一
九
二
六
(
大
筒
)

6
-
U

一
図
書
館
に
司
書
官
を
お
く

一
九
ニ
九
(
昭
4
)

日
・
山
一
閲
覧
室
二
七
坪
の
増
築
工
事
落
成

一
九
三
五
(
昭
叩
)

3
-
m
一
書
庫
増
築
工
事
完
成

7
-
U

一
第
一
二
次
帝
国
大
学
図
書
館
協
議
会
を
本
学
で
開
催

8
-
n
一
文
部
省
主
催
図
書
館
学
講
習
会
を
本
学
講
堂
で
開
催

一
九
三
七
(
昭
ロ
)

3
・
9

一
大
規
模
の
図
書
館
新
築
計
画
が
で
き
た
が
実
現
せ
ず

一
九
四
七
(
昭
辺
)

日・

1

一
官
制
改
正
に
よ
り
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
と
改
称
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一
九
回
八
(
昭
勾
)

6

・
5

一
図
書
館
拡
充
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た

一
九
四
九
(
昭
別
)

8
・
む
一
事
務
長
制
が
し
か
れ
、
管
理
・
整
理
・
閲
覧
の
三
掛
を
お
く

一
九
五
五
(
昭
釦
)

4
・
1

一
整
理
掛
を
受
入
掛
と
目
録
掛
に
分
離
し
た

5
・
一
マ
イ
ク
ロ
撮
影
機
を
購
入
し
、
翌
年
よ
り
文
献
複
写
業
務

一
を
開
始

一
九
五
八
(
昭
お
)

8
-
M
U
一
図
書
館
の
新
営
工
事
着
工

一
九
六

O
(昭
お
)

一
全
学
的
に
目
録
記
載
を
統
一
し
、
印
刷
カ
ー
ド
を
始
め
た

一
九
六
一
(
昭
お
)

4
・
1

一
参
考
掛
が
新
設
さ
れ
た

一
九
六
三
(
昭
お
)

5
-
m
一
図
書
館
拡
充
委
員
会
を
改
組
し
て
図
書
館
委
員
会
を
設
置

日
・
一
教
養
部
内
に
附
属
図
書
館
の
分
室
を
置
い
た

一
九
六
五
(
昭
初
)

4
・
1

一
部
課
長
制
が
し
か
れ
、
二
課
玉
掛
を
お
く

6

・
ロ
一
図
書
館
新
営
工
事
完
了
し
、
落
成
式
を
挙
行

6
-
m
一
第
一
二
次
全
国
国
立
大
学
図
書
館
長
会
議
を
本
学
で
開
催

日・

1

一
評
議
会
規
程
改
正
さ
れ
、
図
書
館
長
は
評
議
員
と
な
る

一
九
六
六
(
昭
制
)

4
-
U

一
図
書
館
移
管
の
法
・
文
・
経
三
学
部
図
書
の
貸
出
を
始
め

一
た

附属図書館

一
九
六
七
(
昭
必
)

ー
・
お
一
図
書
館
機
構
検
討
小
委
員
会
、
事
務
改
善
小
委
員
会
発
足

--m
一
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
報
『
検
蔭
』
創
刊

一
九
六
九
(
昭
総
)

7
-
m
一
大
学
紛
争
の
中
で
一
時
封
鎖
さ
れ
た
(
日
・

8
解
除
)

ロ
・
日
一
附
属
図
書
館
教
養
分
館
が
新
築
さ
れ
、
開
館
し
た

一
九
七

O
(昭
初
)

ロ
・
お
一
北
海
道
大
学
改
革
検
討
委
員
会
1
1
2
委
員
会
の
審
議
始

一
ま
る

一
九
七
三
(
昭
総
)

5
-
m
一
改
革
検
討
委
員
会
1
1
2
委
員
会
の
最
終
報
告
が
で
き
た

一
九
七
五
(
昭
日
)

4
・
1

一
法
学
部
図
書
掛
を
本
館
に
合
併
し
た
。
関
覧
課
運
用
掛
が

一
第
一
、
第
二
の
二
掛
に
わ
か
れ
た

一
九
七
六
(
昭
引
)

8
・
2

一
整
理
課
に
学
術
資
料
掛
が
新
設
さ
れ
た
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